倉庫業

世界的な需要の減退、生産調整を背景に平成20年後半から荷動きが鈍化している。入出庫の減少は荷役料収入の低下に結びつき、収益は20年度前半までは好調であったが、20年度後半から厳しい状況が続いている。荷動きは未だ回復しておらず、今後の見通しは不透明である。
業界の概要

倉庫は営業倉庫、農業倉庫、自家用倉庫、協同組合倉庫などに分類されるが、このうち営業倉庫を営むのが倉庫業である。営業倉庫は契約に基づいて、会社や個人から預かった物品を保管するための倉庫で、事業を営むには国土交通大臣の登録を受けることが必要である。営業倉庫はさらに常温あるいは定温（10℃以上）で農業、鉱業、製造業といった幅広い産業の貨物を保管する普通倉庫と、食肉や水産物、冷凍食品などを保管する冷蔵倉庫（10℃以下）、原木を水面で保管する水面倉庫に分けられる。
倉庫業の主な業務は貨物の保管と入出庫に伴う荷役であり、倉庫料金は基本的に保管料と荷役料で構成される。また、多くの業者で倉庫業に付随して流通加工業務も行ったり、輸出入貨物を取り扱う業者では通関業務を請け負ったりしている。
平成14年の倉庫業法改正では許可制から登録制に変更することで参入規制が緩和された。これにより特に運送業者などで、一時保管用であった自家用倉庫を営業倉庫に転換し、長期保管を行うことが可能になった。倉庫業者には貨物運送業のほか不動産業といった他の業種と兼業する業者がもともと多かったが、近年は貨物運送業者の参入が特に増加している。同法の改正では料金制度もそれまでの事前届出制から事後届出制に変更され、料金設定が自由化している。
大阪の地位

18年における大阪の倉庫業は、事業所数1,148（対全国比12.4％）で全国第１位、従業者数は18,564人（同11.7％）で第２位の規模である（総務省『事業所・企業統計調査』）。事業所のうち９割以上は従業者数50人を下回る中小規模で、大規模事業所はごく一部である。
大阪府内では茨木・高槻など内陸地域のインターチェンジ付近、そして大阪港、堺泉北港などの港頭地区といった交通の要衝に事業所が多く立地している。近年は、大阪市内の港頭地区に外資系不動産開発会社が大規模な物流施設を建設したり、大阪府内の倉庫業者が隣接する尼崎市に倉庫を新設したりするなど、ベイエリアへの立地が活発になっている。

大阪で取扱いの多い品目は、電気機械や化学工業品、紙パルプ、米などの食料品や食料工業品、日用品・雑貨などである（数量ベース、大阪倉庫協会調べ）。港頭地区では輸出入貨物を扱っており、特にアパレル等アジアからの輸入品が多い。一方で、内陸地域では国内生産の製品も多く扱っている。
大阪に立地する事業所では、普通倉庫を主として営むところが圧倒的に多い。以下では普通倉庫の動向を中心にみていく。

需要減退、生産調整により荷動きが鈍化
ここ数年は保管期間が短縮化する傾向にあり、在庫の回転が早まって回転率が上昇していた。しかしながら、19年後半から荷動きに変化が表れ始め、まず、９月から入庫量が前年を下回るようになった。それでも入出庫量の水準は高く、荷動き自体は20年前半までは好調であったが、10月より保管残高が前年同月を連続して上回るなど、在庫の増加傾向が明確になった。その結果、19年は年平均で70.7％まで上昇した回転率が21年に入ってかなり低下し、21年１－４月平均で60.2％と低い水準になった。例年には荷動きが活発になり回転率が上昇する３月も60.6％で、前年同月の72.6％を大きく下回った。
荷動きが鈍化した背景には、20年９月のリーマンショック以降の需要の減退が挙げられる。原材料をはじめ、荷主であるメーカーの生産調整の影響を受け、20年末から荷動きが鈍くなっている。21年４、５月に入っても入出庫、保管残高ともに低調であった。
ただし、荷動きの状況には取扱い品目によって多少の違いがみられる。大阪府で取扱いの多い品目では、自動車や建築に用いられる金属、合成樹脂といった素材関連で前年同月からの落ち込みが激しいが、繊維・衣類、化粧品やトイレタリーなどの消費財では落ち込みはそれほど大きくない。

荷役料収入の低下で収益悪化
各社の20年度の収益は年度後半に悪化するも、前半が好調だったため通年ではそれほど悪くはなかった。しかし、20年10月以降の荷動きの鈍化は倉庫収入にも大きく影響している。収入のうち荷役料収入は、入出庫が減少したことで低下した。荷役料は荷物の出し入れの作業に伴う実費の部分であり、荷役料収入が低下すると作業員等のコストがまかなえなくなるおそれがある。
一方、保管料収入は保管残高が増加すれば収入増が見込まれるが、現状では保管料収入だけでは十分な収益が上げられないという。これは16年からの料金設定の自由化に加え、景気低迷により保管料の下げ圧力があるためである。

このように倉庫収入が減少したことで21年４、５月の収益は前年を下回る企業が多い。
時短で人件費を抑制
収益が厳しいなかでもほとんどの企業では正社員の人員削減は行っていない。各社は残業代の削減や、出張費や交際費などその他の経費削減でコストを抑える努力をしている。また、21年度は期首から業績が低調であるため、昇給をストップしたり、ボーナスを減額する企業もある。21年度は例年通り新規採用を行ったが、このような状況では来年度も同じように採用をするのは難しいと考えている企業が多い。流通加工を担当するパート従業員についても時短を導入したり、欠員を補充しないことで人員削減を行っている。

一方で、退職者の補充のための採用は行っていくとする企業もある。ある企業では過去に採用を抑えた時期があることから年齢構成がいびつになっており、管理者に適した人材の不足を感じている。このため、今後はこのような人材を獲得すべく採用を行い、人材育成に力を入れていく方針である。このほかの企業でも、品質・サービス向上のために人材教育が課題として重視されている。

設備投資は一巡
昨年までは、外資系不動産開発会社による大型物流施設の建設や大阪湾岸エリアの工場立地にあわせた国内企業による倉庫の新設など、積極的な投資が行われた。内陸の倉庫を港頭地区に移転・集約することでコンテナ輸送のコストを削減するなど、効率化を目的とした投資を行った企業もある。しかしながら大阪湾岸エリアの投資はほぼ一巡したとみられ、今年の各社の投資は維持・補修程度にとどめている。
積極的な投資がみられない背景には、近年の倉庫の新設では、荷主からの要請があった場合にそれに合わせた設備投資を行うパターンが多いことが挙げられる。その反面、荷主からの要請なしでの投資、例えば自らの経営戦略に基づき中部・関東に倉庫を新たに展開するというような、積極的な投資を行うのが難しくなっている。このため、今後の投資計画は荷主次第と答える企業が多い。

ただし、中小・中堅規模の企業には倉庫を土地・建物とも賃借で利用しているところ、あるいは建物のみ自社で保有しているところがある。こういった企業では賃借料が固定費用としてかかるので、将来的には土地・建物ともに自社所有の倉庫を新設して荷物を集約し、コストを低下することで競争力強化につなげたいと考えている。

今後の見通しは不透明
６月時点では荷動きは回復しておらず、荷主の生産調整も終わる兆しはみられないことから、各社は今後の見通しは不透明であるとしている。
そのようななか、売上の減少を補うため新規顧客獲得に努める企業もある。いくつかの中小企業では、新たな顧客として通信販売を行う小口業者の引き合いが増えている。通信販売の業務では、ピッキングや梱包など、これまでの流通加工の経験や情報システムを活用することができる。このように、需要が低迷するなかでも、各社は多様化するニーズを背景に新たなビジネスチャンスに対応しようとしている。
（丸山　佐和子）
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（トン）

（％）

18年平均 1,436 (103.7) 1,441 (104.7) 2,046 (96.4) 527,164 (97.9) 70.2

19年平均 1,454 (101.7) 1,463 (101.8) 2,059 (100.6) 559,798 (106.2) 70.7

20年平均 1,402 (96.6) 1,395 (95.5) 1,992 (96.8) 568,555 (101.6) 70.3

21年１－４月平均 1,211 (90.1) 1,224 (91.5) 2,017 (102.4) 564,696 (106.0) 60.2

20年５月 1,441 (97.1) 1,422 (98.4) 1,978 (93.8) 525,159 (93.2) 72.7

　　６月 1,333 (87.6) 1,345 (89.5) 1,966 (92.4) 553,760 (95.5) 67.9

　　７月 1,469 (94.8) 1,476 (91.0) 1,959 (95.3) 595,561 (102.3) 75.0

　　８月 1,379 (86.7) 1,351 (87.7) 1,986 (94.4) 625,063 (105.0) 69.2

　　９月 1,461 (105.0) 1,423 (98.6) 2,024 (98.6) 629,576 (109.1) 71.9

　　10月 1,608 (109.6) 1,586 (105.2) 2,046 (101.7) 606,045 (108.1) 78.5

　　11月 1,349 (92.8) 1,351 (92.4) 2,044 (102.0) 580,732 (105.7) 66.0

　　12月 1,401 (96.2) 1,428 (93.1) 2,018 (104.6) 575,556 (114.5) 69.6

21年１月 1,140 (91.9) 1,108 (93.3) 2,050 (103.5) 583,376 (108.3) 55.3

　　２月 1,216 (93.8) 1,212 (92.9) 2,054 (104.1) 575,024 (106.2) 59.1

　　３月 1,199 (84.1) 1,255 (87.5) 1,998 (101.6) 548,826 (105.0) 60.6

　　４月 1,287 (90.4) 1,320 (92.2) 1,966 (100.4) 551,559 (104.3) 65.8

資料：大阪倉庫協会（普通倉庫、大阪倉庫協会会員分）

（注）　入庫高・出庫高・保管残高の（　）内は前年同期比（単位：％）。

　　　　回転率＝（入庫高＋出庫高）÷（前月末残高＋当月末残高）×100
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		入出庫高、保管残高の推移 ニュウシュツコダカホカンザンダカスイイ

				入　庫　高				出　庫　高				保　管　残　高								回転率
（トン）

				数量（千トン）				数量（千トン）				数量（千トン）				金額（百万円） ヒャクマンエン				（％）

		18年平均		1,436		(103.7)		1,441		(104.7)		2,046		(96.4)		527,164		(97.9)		70.2

		19年平均		1,454		(101.7)		1,463		(101.8)		2,059		(100.6)		559,798		(106.2)		70.7

		20年平均		1,402		(96.6)		1,395		(95.5)		1,992		(96.8)		568,555		(101.6)		70.3

		21年１－４月平均 ガツ		1,211		(90.1)		1,224		(91.5)		2,017		(102.4)		564,696		(106.0)		60.2

		20年５月		1,441		(97.1)		1,422		(98.4)		1,978		(93.8)		525,159		(93.2)		72.7

		　　６月		1,333		(87.6)		1,345		(89.5)		1,966		(92.4)		553,760		(95.5)		67.9

		　　７月		1,469		(94.8)		1,476		(91.0)		1,959		(95.3)		595,561		(102.3)		75.0

		　　８月		1,379		(86.7)		1,351		(87.7)		1,986		(94.4)		625,063		(105.0)		69.2

		　　９月		1,461		(105.0)		1,423		(98.6)		2,024		(98.6)		629,576		(109.1)		71.9

		　　10月		1,608		(109.6)		1,586		(105.2)		2,046		(101.7)		606,045		(108.1)		78.5

		　　11月		1,349		(92.8)		1,351		(92.4)		2,044		(102.0)		580,732		(105.7)		66.0

		　　12月		1,401		(96.2)		1,428		(93.1)		2,018		(104.6)		575,556		(114.5)		69.6

		21年１月		1,140		(91.9)		1,108		(93.3)		2,050		(103.5)		583,376		(108.3)		55.3

		　　２月		1,216		(93.8)		1,212		(92.9)		2,054		(104.1)		575,024		(106.2)		59.1

		　　３月		1,199		(84.1)		1,255		(87.5)		1,998		(101.6)		548,826		(105.0)		60.6

		　　４月		1,287		(90.4)		1,320		(92.2)		1,966		(100.4)		551,559		(104.3)		65.8

		資料：大阪倉庫協会（普通倉庫、大阪倉庫協会会員分） シリョウオオサカソウコキョウカイフツウソウコオオサカソウコキョウカイカイインブン

		（注）　入庫高・出庫高・保管残高の（　）内は前年同期比（単位：％）。 チュウニュウコダカシュッコダカホカンザンダカナイゼンネンドウキヒタンイ

		　　　　回転率＝（入庫高＋出庫高）÷（前月末残高＋当月末残高）×100 カイテンリツニュウコダカシュッコダカゼンゲツマツザンダカトウゲツマツザンダカ






